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セ ッ シ ョ ン （o号館 7 階ラ ウン ジ）爨表者説 聶1呈i88　：llil8

　　　　 認 知ス タ イ ル 、 学習 者性 向 、 動機 づ け、学 習方略 に基づ く

　　　　　　　　　　　 学習者要因測定尺度の 開発

A 　Study　of 　the　Measurement　of 　Learner　Factors：Cognitive　Style，　Learner　Preferences，

Motivation，　and 　Learner　Strategies

上 田倫 史 、大和 田和 治 、 大矢 政徳 、 筒 井英 一 郎、 小 太刀 浩太

　　　　　　　　 教育学部 、 早稲 田大学

　早稲 田大学で は 、 現在全学的 な英語教育 プ ロ グ ラム と して チ ュ
ー

トリア ル ・

イ ン グ リ ッ シ ュ を展開 して い る 。
こ れ は チ ュ

ー
タ

ー 一
人 に 対 して 学生 4 人 とい

う少人 数授業で あ る 。 少 人数の 授 業 におい て は 学習者の もつ 学習者方略 、 学習者

性向ぐ学習者の 動機づ け等が 、 英 語学習達 成 の 成功 に お け る重 要な鍵 となる よ

うに思 わ れ る 。 また 、 それぞ れの 学生 の 持つ こ れ らの 学 習者 要因 を把握 す る こ

とは 、 授業 をす る側 に と っ て 、 ク ラ ス の 編成 、 学生 に対す る学習プ ロ グ ラム の

提 供 にお い て 極め て 重要 で あ る 。

　本研究で は既存の 学習者要 因 に 関す る尺度 SILL（Oxford　1990）、
Yukina（2003 ）、

Ely （正986）を基に 、 新 た に学習者要因 （学習 方略 、 学習者性向 、 動機づ け な ど）

に 関する新 た な尺 度の 開発 とそ の 結果 につ い て報告 をす る 。 また 、 Skehan（1998）

の 提唱す る Conformists
，
　Convergers

，
　Concrete　Learners

，
　Communicative　Learners の

分類 を実験的 に吟味 しなが ら 、 visual 　vs　verbal ，　concrete 　vs　abstract
，
　analytic 　vs

wholisti
，
　passive　vs　active な どの 従来提唱 され て きた次元 が どの よ うに関係 して

い くか を考察す る 。 そ の 結果 を踏 まえた 、 語学学習に お け る適性 を測 る尺 度の

開発可能性 に つ い て も報告する
。

　また 、 大学英語教育の 目標 と して の ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ ン グ 、 ア カ デ ミ ッ

ク リ
ー

デ ィ ン グ、 プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

、 ネ ゴ シエ ー
シ ョ ン

等 の 位置づ け を示 す と と もに 、 新たな 、 教育 の モ デ ル を提示す る予定で ある 。
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